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令和３年度定期監査（幼稚園・保育所・認定こども園）結果報告書 

 

 地方自治法第199条第４項の規定に基づき定期監査を実施したので、その結果 

を同条第９項の規定により次のとおり報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 1 - 
 

 

１ 監査の種類 

定期監査 

 

２ 監査の対象 

下田幼稚園、下田保育所、下田認定こども園 

 

３ 監査の期間 

令和３年11月19日から令和３年11月25日まで 

 

４ 監査の範囲 

令和３年４月１日から令和３年10月31日までの予算及び事務事業の執行状況 

 

５ 監査の方法 

事前審査及び現地調査を行った上で、園長及び関係職員から予算及び事務事業の 

執行状況並びに施設の維持管理、防災・安全対策等について説明を聴取し、下田市 

監査基準に基づき監査した。 

 

６ 監査の結果 

予算及び事務事業はおおむね適正に執行されていると認めた。 

なお、監査結果の概要は、次のとおりである。 

  

 

 

 

 

(注)1 文中の率については、原則として小数点以下第２位を「四捨五入」としてある。
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１ 各施設の概要 

職員及び園児数                  （単位：人） 

5 ― (-) ― (-) ― (-) 2(35) 8(35) 9(35) 19 (105)

24 4 (3) 7(10) 15(18) 14(40) 17(40) 17(39) 74 (150)

37 4 (3) 10(10) 17(18) 33(60) 34(60) 41(60) 139 (211)

職員数 園 児 数

(再掲) 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計

臨時 人数（定員） 人数（定員） 人数（定員） 人数（定員） 人数（定員） 人数（定員） 人数（定員）

下田幼稚園 1

下田保育所 12

下田認定こども園 21

施 設 名
人数

 
 

２ 予算の執行状況（令和３年10月末まで） 

歳出                           （単位：円、％） 

施設名 科目 予算現額 支出済額 執行率

下田幼稚園 幼稚園費 33,831,000 17,440,341 51.6

下田保育所 保育所費 119,637,000 62,662,874 52.4

下田認定こども園 認定こども園費 181,978,000 98,162,245 53.9

予算残額

16,390,659

56,974,126

83,815,755
 

 

３ 利用者負担金の状況（令和３年10月末まで）         （単位：円） 

施設名 科目 予算現額 調定額 収入済額 収入未済額

下田保育所
公立保育所

利用者負担金
5,541,000 5,200,650 2,982,210 2,218,440

下田認定こども園
認定こども園

利用者負担金
7,201,000 4,842,000 2,933,250 1,908,750

 
※滞納繰越分、広域利用分(下田認定こども園のみ)を含む。 

※令和元年10月１日より３歳児クラス以上の利用者負担金は無料。 

 

４ 備品等管理状況 

（１）郵券の管理 

郵券の受払簿と現物の照合をした結果、おおむね適正に管理されて 

いた。 

（２）備品の管理 

備品は点検の結果、購入した備品には備品シールが貼られ適切に管 

理されていた。 

（３）薬品の管理 

  保護者より投薬依頼を受けた医薬品については、投薬預かり書等に 

より適正に管理されていた。 

  園内に保管する薬品については、薬品管理簿を用いて保管場所や在 

庫数を明確にされていた。 

フッ素洗口液は、市民保健課管理のもと冷蔵庫にて適正に管理がされていた。 
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５ 施設の維持管理 

（１）消防設備、遊具、ＡＥＤは、業者による定期的な保守、点検がさ

れていた。また、業者による点検のほか、毎朝、職員による見回り

点検を全園が実施していた。 

（２）施設や敷地内で緊急を要する簡易な修繕については、その都度、

学校教育課により迅速な対応がとられていた。 

 

６ 防災・安全対策                                       

（１）災害発生時における園児の安全確保の観点から、各施設で消防・

防災計画を策定し、各職員の任務を明確にし、発災時に備えていた。 

（２）地震、火災、不審者のケースを想定して防災訓練を実施していた。

また、下田消防署や下田警察署の協力により、職員、園児を対象と

したＡＥＤ講習、不審者対策講習等を実施していた。 

 

７ 園徴収金 

園徴収金は公金ではないが、その性質上、また現金を扱うものである

ことから、準公金にあたるとして監査の対象とした。 

園徴収金は学級費、ＰＴＡ会費（下田幼稚園のみ）を徴収しており、

会計簿と通帳を確認した結果、適正に処理されていた。 

 

８ その他要望事項 

子どもの安心・安全を最優先し、施設の老朽化対策、設備や備品の予

算措置は、必要に応じ適切な対応を講じられたい。 

  

 


